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＝毛呂山町健康マイレージ事業対象事業

「もろ丸くん救急あんしんキット」
　　　　　　　　　　　 を正しく設置してますか？

119 番通報をして、救急車が到着したのに病状をうまく伝えられない、親族の連絡先を伝えられない・・・。

そんなときのために、「もろ丸くん救急あんしんキット」を冷蔵庫の中に保管しましょう！

次の取扱いを守り、万一の救急時に備えましょう。

①記入済みの救急情報用紙
②本人の写真
③健康保険証の写し
④診察券の写し
⑤薬剤情報提供書やお薬手帳の写し
①～⑤を容器に入れ、自宅の冷蔵庫の中
　(扉の内側 )に設置してください。

駆け付けた救急隊員にキットが設置してあることが

わかるように、表示シール（粘着糊のシール）は、玄

関の扉の内側に貼ってください。ステッカー（裏側が

黒いマグネット）は、冷蔵庫の扉に貼ってください。

放課後や週末に地域の大人が運営する、安全安心な

子どもの居場所です。学校外での勉強や、大人との

交流をとおして、子どもたちが心豊かに健やかに育

まれる環境を提供しています。

子ども教室 木曜のあそびクラブ

活動
日時

毎週土曜日（年 32 回）
午前 10 時～午後 3時

毎週木曜日（年 32 回）
午後 3時～ 5時 30 分

場所 東公民館 図書館

講師 中
なかむら

村 昭
しょういち

一さん 初
は つ の

野 誠
せ い じ

治さん

▼活動内容　遊び、学習支援、体験・交流活動

※原則無料。ただし、傷害保険や材料費は個人負担

▼対象　町内在住の小学生

▼定員　各教室 40 人（先着）

▼事前説明会日時・場所

▼申・問合せ　事前説明会終了後から 3月 30 日  

 （金）まで　教育委員会生涯学習課学習支援係

　ｔ 049（295）2112 520

平成 30 年度
『放課後子ども教室』

青少年相談員のお兄さん・お姉さんといっしょに、

いちご狩りを楽しみませんか。

▼日時　3月11日（日）午前 10 時～午後 4時頃

▼場所　町内 (予定 )

▼対象　町内の小学生

▼定員　30 人 ( 申込者多数の場合は抽選）

▼参加費　2,000 円

▼ 持ち物　参加費、お弁当、おやつ、水筒、帽子、

レジャーシート、雨具

▼申込み期間　2月 7日（水）～2月 22 日（木）
▼申込み方法　はがきに、①住所　②氏名（ふりが

な）　③性別　④生年月日　⑤電話番号　⑥学校

名 ⑦学年　⑧保護者氏名を明記して、下記問合

せ先に郵送または持参。2 月 23 日（金）以降に抽

選結果・詳細を郵送で連絡します。

▼問合せ　教育委員会生涯学習課学習支援係

　ｔ 049（295）2112 522

青少年相談員
     『いちご狩り』

自転車事故を起こしたときの被害者救済や、加害者の経済的負担の軽減を図るため、平成 30 年 4 月 1 日から

自転車保険の加入が義務化されます。

4 月から自転車保険の加入が義務になります！
　　　　　　　（埼玉県内で自転車を利用する場合）

「もろ丸くん救急あんしんキット」は役場高齢者支

援課・保健センター・老人福祉センター山根荘にて

配布しています。

▼問合せ　高齢者支援課高齢者福祉係

  ｔ 049（295）2112 125・129

何が変わるの？
（１）自転車利用者 埼玉県内で自転車を利用する場合に、自転車

　 損害保険等への加入が義務になります。

　　 ※未成年者が自転車を利用する場合は、保護者等が加入

（２）自転車を利用する事業者　業務として自転車を利用する場

　 合に、自転車損害保険等への加入が義務になります。

     ※業務中の事故については個人賠償責任保険の対象外

（３）自転車貸付業者　レンタル業務として自転車を貸し付ける

　 場合に、自転車損害保険等への加入が義務になります。

（４）自転車販売店・学校　自転車損害保険等の加入確認および

　 未加入時の情報提供が努力義務になります。

▼問合せ　埼玉県県民生活部防犯・交通安全課ｔ 048（830）2960

または役場生活環境課ｔ 049（295）2112 173

できるだけ自然環境を活かし、

採れた野菜を無駄なく調理し

て楽しむ農業をしませんか。

▼活動期間　3 月 4 日（日）～平成 31 年 2 月下旬

まで（毎月 2回程度の講義と実習を予定）

▼活動内容　野菜作りの裏技伝授、そば打ち、漬物、

果実酒作り、落ち葉堆肥作りなど

▼参加料　前期 3,000 円、後期 3,000 円（保険料込）

▼申・問合せ　2 月 20 日（火）までに役場産業振

興課農林係ｔ 049（295）2112  212

農業塾塾生募集！

「認知症サポーター養成講座」を受講したけれど、もっ

と認知症のことを理解したい、自分でも何かできるこ

とがないかな？と考えている人はご参加ください。

▼日時　2月22日（木）午後 2時～ 4時

▼場所　くらしワンストップ MORO　HAPPINESS 館

（毛呂駅前）

▼対象　「認知症サポーター養成講座」を受講した

ことがある人

▼定員　30 人（申込み多数の場合は、終了後ボラ

ンティア活動ができる人を優先）

▼講師　岡
おか

島
じま

 宏
ひろ

明
あき

さん（丸木記念福祉メディカル

センター医師） 

　　　福
ふく

島
しま

 雄
ゆう

大
だい

さん（同センター精神保健福祉士）

▼持ち物　筆記用具

▼申・問合せ　2月 7日（水）から高齢者支援課

高齢者福祉係ｔ 049（295）2112  126

認知症サポーター
フォローアップ研修

子ども教室 木曜のあそびクラブ

日時 3 月 10 日（土）
午前 10 時から

3月 1日（木）
午後 4時から

場所 東公民館視聴覚室 図書館読書室

自転車事故の
高額賠償事例

9,521万円
神戸地方裁判所
平成 25 年 7 月

救急情報用紙の記入内容が変更になったときは、書

き換えて新しい内容で保管しましょう。新しい用紙

が必要なときはキット配布先に用紙があります。
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＝毛呂山町健康マイレージ事業対象事業

各施設の臨時職員を
　　　　募集します

たくさんの福祉用具を展示し、福祉用具専門相談員

が説明します。福祉用具を上手に選んで、介護をす

る人も受ける人も快適な生活を目指しましょう。

▼日時　3月10日（土）午後 2時～ 3時 30 分

▼場所　特別養護老人ホームななふく宛（西大久保）

▼定員　30 人（先着）

▼講師　福祉用具専門相談員（レンタルふくしのま

ち西入間）

▼ 申・問合せ　地域包括支援センターななふく

苑支所ｔ 049（276）5313　FAX 049（276）5317

※当日参加も可能ですが、できるだけ事前連絡して

ください。

※手話通訳・要約筆記あり。

家族介護教室
「上手な福祉用具の選び方」

マレットゴルフは、木づちのようなスティックを使

い、ホールめがけてボールを打つスポーツです。

多くの人のご参加をお待ちしております。

▼日時　3月3日（土）・10日（土）

　　　　午前 9時～正午（午前 9時から受付）

▼場所　大類グラウンド

▼対象　小学生以上（小学 4年生以下は保護者同伴）

▼定員　50 人 ( 先着）

▼申・問合せ　2 月 7 日（水）～2 月 28 日（水）の期

間内に教育委員会スポーツ振興課（毛呂山総合

公園体育館内）ｔ 049（294）7101

マレットゴルフ教室

管財課 （公園管理）

▼勤務内容　公園除草等の現場作業

▼応募資格　①平成 30 年 4 月 1 日現在、満 65 歳以

下である　②普通自動車免許を有する

▼募集人数　1人　※応募が複数の場合は選考となります。

▼勤務日　週 5日 (平日 )

▼勤務時間　午前8時30分～午後5時15分（昼休憩有）

▼賃金　時給 890 円

▼採用予定日　平成 30 年 4 月 1 日

▼申込み期間　2月 23 日（金）まで（必着）

▼申・問合せ　役場管財課 財産管理係ｔ 049（295）

2112  542

町立保育園 (保育士 )

▼勤務内容　保育業務

▼応募資格　保育士資格を有する

▼募集人数　2人

▼勤務日　月～土曜日

▼勤務時間　平日は午前 7時～午後 7時の間で 1日

あたり 7 時間 45 分のシフト制、土曜日は交替で

午前中勤務

▼勤務場所　町立旭台保育園またはゆずの里保育園

▼賃金　時給 1,200 円

▼採用予定日　平成 30 年 4 月１日

▼申込み期間　3月 15 日（木）まで（必着）

▼申・問合せ　役場子ども課 保育係　

　ｔ 049（295）2112  141・142

ウィズもろやま (福祉会館 )

▼勤務内容　受付および一般事務

▼応募資格　①普通自動車免許を有する　②パソコ 

　ン操作ができる

▼募集人数　若干名

▼勤務日　週 2～ 3日 (土日含む）

▼勤務時間　午前8時30分～午後5時15分（昼休憩有）

▼賃金　時給 880 円

▼採用予定日　平成 30 年 3 月 1 日

▼申込み期間　2月 18 日 ( 日）まで（必着）

▼申・問合せ　ウィズもろやま（福祉会館）

　( 岩井西 5-16-1)ｔ 049(295)3111

総合公園体育館
▼勤務内容　受付および施設管理業務

▼応募資格　パソコン操作 (word、excel) ができる

▼募集人数　1人

▼勤務日　月曜日を除く週 4日程度 (土日含む )

▼勤務時間　午前8時30分～午後5時15分（昼休憩有）

▼賃金　時給 880 円

▼採用予定日　平成 30 年 4 月 1 日

▼申込み期間　2月 23 日 ( 金 ) まで（必着）

▼面接日　2月 28 日 ( 水 )

▼申・問合せ　スポーツ振興課（大谷木 443）（総

合公園体育館内）ｔ 049(294)7101

東公民館

▼勤務内容　清掃業務および一般事務

▼応募資格　①普通自動車免許を有する　②パソコ

ン操作ができる

▼募集人数　1人

▼勤務日　平日週 2～ 3日※事業によって土日も

▼勤務時間　午前8時30分～午後5時15分（昼休憩有）

▼賃金　時給 880 円

▼採用予定日　平成 30 年 4 月 1 日

▼申込み期間　2月 28日 (水 )まで（必着）

▼申・問合せ　東公民館（川角 298-1）

　ｔ 049（295）2277

共通事項

▼選考方法　面接

▼申込み方法　履歴書（写真貼付）を各
問合せ先に提出（郵送可）

履歴書と一緒に
保育士証の写しを
提出してください。

ふれあい中央公民館

地域の人たちに、昔の遊びを教えてもらおう！事前

申込みは不要です。当日、遊びに来てください。

▼日時　3月3日（土）午後 1時 30分～ 3時 30分

▼場所　中央公民館

▼内容　昔の遊び体験 (竹馬、こま、ベーゴマ、羽

根つき、折り紙など )

▼対象　小学生以下とその保護者

▼問合せ　中央公民館　ｔ 049（294）1250

第 15 回
東公民館ふれあい文化祭

東公民館利用サークルの 1年間の発表の場です。

今年は第 15 回記念のバザーも開催します！

▼日時　2月24日（土）午前 9時 30 分～午後 4時
　　　　2月25日（日）午前 9時 30 分～午後 3時 30 分

▼場所　東公民館

▼内容　作品展示、舞台発表、模擬店(とん汁・だん

ごなど）体験教室(24日 ▼社交ダンス・手話／25日

▼太極拳・囲碁/両日 ▼写真・書道・折り紙・パソコン）

▼問合せ　東公民館　ｔ 049（295）2277

『ワンナイトステイ事業』は、県の行う国際交流事業

です。さいたま市の『国際交流基金日本語国際センタ

ー』へ、外国人の日本語教師が、指導方法や日本文化

を学びに留学しています。その研修の一貫で、留学生

たちは1泊2日のホームステイを体験します。

▼ 内容　1 泊 2 日（土・日曜日のみ）のホストファ

ミリー（平均年 1～ 2回程度）

※受入初日に日本語国際センター（さいたま市）へ

留学生を迎えに行っていただきます。

▼対象　次の①～③全てにあてはまる家庭

①留学生の宿泊用に個室が用意できる

②家族が 2人以上いる　③食事などに配慮できる

※宗教や主義などにより、食事や習慣に制限がある

留学生もいます。こういった事情は、受入が決定す

る前に必ず確認しています。

※留学生は、各国の日本語教師です。日本語でコミュ

ニケーションがとれるので、外国語が話せなくても

ホストファミリーを体験できます。

▼申・問合せ　役場秘書広報課広報広聴係ｔ 049

（295）2112 332　※詳しくは、お問い合わせま

たは町ホームページをご覧ください。

「ワンナイトステイ事業」
　受入登録家庭募集
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のびよ毛呂山っ子通信 毛毛呂山の町立小・中学校の教育の様子をお伝えします連 載

みんなで育てよう 毛呂山の未来  

問合せ　毛呂山町教育委員会学校教育課　ｔ 049(295)2112( 内線 )330

　　 未来の毛呂山町を担う児童・生徒を育成するため、教育行政重点施策に基づき
　様々な取り組みを行っています。

12 月 13 日、防火防災訓練災害補償等共済制度に加入す

る市町村、消防本部に対し、共済還元事業として、公益

財団法人日本消防協会から防災広報車両（ＮＶ 200）が

西入間広域消防組合に寄贈されました。この車両は、防

火防災訓練等の強化に寄与する目的で全国に 10 台寄贈

する中の 1台を共済事業等の実績が認められ当組合が埼

玉県では唯一受贈しました。平時の防災訓練や防災知識

の普及啓発活動、災害発生時には避難、広報活動車両と

して運用が期待されます。

公益財団法人日本消防協会から
防災広報車両が寄贈されました

防災広報車両が寄贈されました

12 月 17 日、大類グラウンドで、｢ もろやまげんき市 ｣

を開催し、毛呂山町産のそば粉を使ったそば打ちの実演

販売や、『桂木ゆず』をはじめとする町の特産品や加工

品販売が行われました。また、採れたての野菜を販売す

る軽トラ市、フリー

マーケット、キッチ

ンカーなども出店し、

おいしいものが勢ぞ

ろいしたイベントを

多くの来場者が楽し

みました。

『桂木ゆず』や町の特産品、加工品
新鮮野菜が勢ぞろいの ｢げんき市 ｣

おいしいもの盛りだくさん
もろやまげんき市を開催！

11・12月に、飯能県税事務所・役場の職員が町立小学校を

訪れ、税金の仕組みなどの授業を行いました。「税金の大切

さ」・「税金は何のためにあるのか」・「税金が無くなるとど

うなってしまう

のか」などを、

クイズやイラス

トを使って分か

りやすく説明し、

租税について学

ぶことができま

した。

町立小学校で『租税教室』を
開催し税金のしくみを理解しました

税金は何のためにあるの？
税金のしくみを学びました

【 進む教育環境整備 】～川角中学校体育館大規模改造工事完了～ 

【 小中連携の推進 】
～「元気のある学校づくり」授業研究会～ 

【 家庭・地域の教育力の向上 】
～もろ丸くんまなびアップ教室～ 

問合せ　毛呂山町教育委員会学校教育課　ｔ 049(295)2112( 内線 )530

　《 生徒の声 》

　・｢照明も床もきれいで明るく、気持ちが前向きになります。｣｢トイレが素晴らしい。｣
　・｢こんなに綺麗にしてくれたので、それを維持するように大切に使い、しっかり清掃したいです。｣

　　小中連携の一つとして、小学校と中学校
　の先生方が互いの授業を参観しています。
　　小中９年間を見通した教育ができるよう
　指導方法の共有、研究を行っています。

　　中央公民館、歴史民俗資料館において、
　土曜日（月２～３回）に行っています（小
　学校４～６年生対象）。
　　指導員の指導のもと、友達と学び合い
　ながら学習をしています。

1 月 9 日、「東洋大学建築学科・毛呂山プロジェクト研

究成果報告会」が開催されました。これまでの研究は、

限られたエリアを対象とした利活用の研究でしたが、今

回の研究エリアは毛呂山町全域に拡大され、利活用の方

向性も多岐にわたりました。また、空き店舗所有者から

の依頼を受け、

まちの賑わいを

創出することを

目的とした 5 つ

のプランも提示

されました。

東洋大学建築学科から、空き家利活用の
研究成果が提出されました

官学連携による
空き家対策に新たな一歩！
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第 62 回
毛呂山町
成人の
つどい

ご成人

おめでとう

ございます

12 月 10 日、戸田市スポーツセンターで開催された、

全国スポーツ少年団剣道交流大会埼玉県代表選考会中

学生女子個人戦の部で、毛呂山剣友会スポーツ少年団

の本間由依選手が見事優勝しました。今大会の優勝に

よって、3 月に

開催される、第

40 回全国スポー

ツ少年団剣道交

流大会に埼玉県

代表として出場

します。

第 40 回全国スポーツ少年団
剣道交流大会埼玉県代表選考会で優勝

全国スポーツ少年団
剣道交流大会出場へ！

12 月 22 日、大字滝ノ入にある毛呂山町農産物加工セン

ター敷地内に新たに搾汁棟が完成し、12 月 24 日にお披

露目会を行ないました。搾汁棟はゆずなどを 1日 2トン

から 3トン搾ることができ、搾った果汁は長期間に渡っ

て冷凍保存が可能となり、様々な商品の原材料として利

用することができます。さっそく 12 月から 1月にかけ、

町の農家から集荷され

たゆずの搾汁が行われ

ました。

農産物を果汁にして長期保存が可能に

西入間警察署が管轄する、坂戸市、鶴ヶ島市、毛呂山町、

鳩山町、越生町に所在の小学校に在籍する小学 3年生か

ら 6 年生を対象とした、「地域警察活動絵画等コンクー

ル」で、毛呂山町立光山小学校 3年生の宇
う さ み

佐見勇
ゆ う と

仁くん

が、応募多数の作品の中から、見事に、西入間警察署長

賞 (最優秀賞 )を受賞し表彰されました。作品は『ぼく

の町の交番』、宇佐見くんは、「ぼくが住んでいる町を守っ

てくれているお巡りさんに、感謝を込めて長瀬交番を描

きました。」と笑顔で最優秀賞を受賞しました。

地域のお巡りさん等を描いた
絵画等コンクールで西入間警察署長賞を受賞

地域警察活動絵画等
コンクールで最優秀賞受賞

12 月 17 日、毛呂山総合公園体育館で、毛呂山町教育委

員会と毛呂山町子ども会育成会連絡協議会による『彩の

国 21 世紀郷土かるた第 33 回毛呂山町大会』が開催さ

れました。今年も、高学年の部・低学年の部の団体戦

と個人戦に多くの

選手が参加しまし

た。この大会を通

して郷土愛やチー

ムワークがさらに

増した１日となり

ました。

郷土を知り、郷土を愛し、
チームが力をあわせて挑んだ「かるた大会」

彩の国 21世紀郷土かるた
第 33回毛呂山町大会を開催

1 月 7 日、毛呂山町中央公民館・東公民館で、『第 62 回毛呂山町成人

のつどい』を開催しました。今年の新成人は、平成 9年 4月 2日から

平成 10 年 4 月 1 日までに生まれた人で、毛呂山町では、358 人 ( 平

成 29 年 10 月 3 日現在の毛呂山町住民基本台帳から算出 )の皆さんが

成人を迎えました。式典は、公募によって選ばれた企画運営委員のア

イデアで、第 1部は町や来賓からの祝辞や、新成人代表者の言葉など

があり、第 2部では、小・中学校での思い出写真などが上映されました。

また、会場に駆けつけた恩師の先生から祝いの言葉をいただき、両会

場に参加した 251 人の新成人は、二十歳の門出を祝いました。

企画運営委員のみなさん (東公民館 )

企画運営委員のみなさん (中央公民館 )

毛呂山町農産物加工センター
搾汁棟が完成しました

中央公民館会場

東公民館会場


